
1

タ

イ

ト

ル

『

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

お

宝

鑑

定

家

～

「

う

～

ん

、

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

！

」40

』

登

場

人

物

剛

田
（

ご

う

だ

）

剛

田

質

店

の

店

主

で

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

な

お

宝

し

か

鑑

定

し

な

い

偏

屈

な

性

格

。

言

動

や

仕

草

が

常

に

優

雅

で

品

の

あ

る

態

度

を

取

る

が

、

そ

れ

が

過

剰

す

ぎ

て

ク

セ

が

強

い

と

評

判

。

座

右

の

銘

は

「

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

た

る

も

の

優

雅

た

れ

」

。

口

癖

は

「

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

！

」

。

白

金
（

し

ろ

が

ね

）

剛

田

質

店

の

見

習

い

鑑

定

士

。

剛

田

の

付

き

人

兼

助

手

だ

が

、

普

通

の

価

値

観

を

持

っ

て

お

り

、

剛

田

の

テ

ン

シ

ョ

ン

に

毎

回

振

り

回

さ

れ

る

。

お

宝

を

慎

重

に

扱

う

性

格

で

、
剛

田

の

大

胆

な

行

動

に

不

安

を

覚

え

る

。
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山

田

太

郎

（

や

ま

だ

た

ろ

う

）

今

回

の

依

頼

人

。

ア

マ

ゾ

ン

ナ

イ

ト

製

の

シ

ェ

イ

カ

ー

を

持

ち

込

む

。

父

の

遺

品

と

し

て

大

事

に

し

て

い

る

が

、

価

値

を

知

り

た

い

と

思

い

、

剛

田

質

店

を

訪

れ

る

。

ナ

レ

ー

シ

ョ

ン

場

面

転

換

や

状

況

説

明

を

担

当

。

コ

ミ

カ

ル

で

軽

快

な

語

り

口

調

。

オ

ー

プ

ニ

ン

グ

（

静

か

で

落

ち

着

い

た

音

楽

が

流

れ

る

中

、

剛

田

質

店

の

外

観

が

映

る

。

豪

華

な

装

飾

と

高

級

感

漂

う

雰

囲

気

が

特

徴

的

）

ナ

レ

ー

シ

ョ

ン

：

「

こ

こ

は

街

の

片

隅

に

あ

る

剛

田

質

店

。

だ

が

、

こ

こ

を

た

だ

の

質

店

と

思

う

な

か

れ

。

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

な

お

宝

だ

け

を

取

り

扱

う

、
そ

の

名

も…

剛

田

質

店

！

今

日

も

優

雅
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で

ハ

イ

テ

ン

シ

ョ

ン

な

ド

ラ

マ

が

幕

を

開

け

る

！

」

（

店

内

。

壁

一

面

に

豪

華

な

装

飾

品

や

高

級

調

度

品

が

並

ぶ

。

剛

田

が

優

雅

に

テ

ィ

ー

カ

ッ

プ

を

持

ち

な

が

ら

椅

子

に

腰

か

け

て

い

る

。

）

剛

田

：

「

う

～

ん

、

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

！

こ

の

テ

ィ

ー

カ

ッ

プ

の

曲

線

美

、

そ

し

て

こ

の

金

箔

の

輝

き…

ま

さ

に

完

璧

だ

！

」

（

白

金

が

カ

ウ

ン

タ

ー

で

書

類

整

理

を

し

て

い

る

。
剛

田

の

言

葉

に

半

ば

呆

れ

た

よ

う

な

顔

。
）

白

金

：

「

ま

た

で

す

か

、

剛

田

さ

ん

。

そ

れ

、

店

の

品

物

で

す

よ

ね

。

自

分

で

使

わ

な

い

で

く

だ

さ

い

よ

。

」

剛

田

（

カ

ッ

プ

を

置

き

、

白

金

に

向

か

っ

て

優

雅

に

手

を

振

る

）
：

「

白

金

く

ん

、
君

は

わ

か

っ

て

い

な

い

！

お

宝

と

い

う

も

の

は

使

っ

て

こ

そ

輝

き

を

増

す

の

だ

！

私

の

手

で

優

雅

に

扱

わ
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れ

る

こ

と

で

、

さ

ら

に

そ

の

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

さ

が

引

き

立

つ

の

だ

よ

！

」

白

金

：

「
（

た

め

息

）
そ

れ

、
た

だ

の

自

己

満

足

じ

ゃ

な

い

で

す

か…

。

」

（

そ

の

時

、

店

の

ド

ア

ベ

ル

が

鳴

り

響

く

。

）

ナ

レ

ー

シ

ョ

ン

：

「

さ

あ

、
本

日

の

お

宝

は

ど

ん

な

も

の

か

！
？

剛

田

質

店

に

新

た

な

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

な

依

頼

が

舞

い

込

む

！

」

第

一

幕

：

依

頼

品

登

場

（

山

田

太

郎

が

店

内

に

入

る

。

片

手

に

ア

マ

ゾ

ン

ナ

イ

ト

製

の

シ

ェ

イ

カ

ー

を

持

っ

て

い

る

。
）

山

田

：

「

こ

ん

に

ち

は

！

こ

れ

、

鑑

定

お

願

い

で

き

ま

す

か

？

」

剛

田

（

立

ち

上

が

り

、

山

田

を

見

て

、

手

を

広

げ

る

）
：

「

お

お

、
い

ら

っ

し

ゃ

い

ま

せ

！

剛
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田

質

店

へ

よ

う

こ

そ

！

で

は

早

速

、
そ

の

品

物

を…

見

せ

て

い

た

だ

こ

う

！

」

（

山

田

が

シ

ェ

イ

カ

ー

を

テ

ー

ブ

ル

に

置

く

。

剛

田

が

細

長

い

白

い

手

袋

を

は

め

、

慎

重

に

シ

ェ

イ

カ

ー

を

手

に

取

る

。

）

剛

田

：

「

う

～

ん

、

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

！

な

ん

と

い

う

輝

き…

こ

れ

は

た

だ

の

シ

ェ

イ

カ

ー

で

は

な

い

！

」

白

金

（

シ

ェ

イ

カ

ー

を

見

て

首

を

傾

げ

る

）

：

「

え

、

普

通

の

シ

ェ

イ

カ

ー

に

し

か

見

え

ま

せ

ん

け

ど

。

」

剛

田
（

白

金

に

振

り

返

り

、
鋭

い

目

つ

き

で

）
：

「

白

金

く

ん

！

君

の

目

は

節

穴

か

！

？

こ

の

シ

ェ

イ

カ

ー

は

ア

マ

ゾ

ン

ナ

イ

ト

製

だ

！

そ

の

美

し

さ

、

硬

度

、

そ

し

て

希

少

性

は

他

に

類

を

見

な

い

！

」
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剛

田
（

さ

ら

に

熱

弁

）
：

「

ア

マ

ゾ

ン

ナ

イ

ト

と

い

う

石

は

ね

、

希

望

と

調

和

を

象

徴

す

る

石

言

葉

を

持

つ

。

使

う

者

に

勇

気

を

与

え

、

人

生

を

輝

か

せ

る…

ま

さ

に

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

を

極

め

た

石

な

の

だ

！

」

山

田

：

「

や

っ

ぱ

り

目

利

き

が

違

い

ま

す

ね

！

実

は

こ

の

シ

ェ

イ

カ

ー

、

父

の

遺

品

で

し

て

、

ぜ

ひ

適

正

な

価

値

を

知

り

た

く

て

持

っ

て

き

た

ん

で

す

。

」

白

金

：

「
（

呆

れ

つ

つ

）
い

や

、
そ

れ

、
普

通

に

ネ

ッ

ト

で

調

べ

た

ら

い

い

ん

じ

ゃ…

。

」

剛

田
（

手

を

挙

げ

て

制

止

す

る

）
：

「

ノ

ン

ノ

ン

ノ

ン

！

白

金

く

ん

、
ネ

ッ

ト

の

情

報

な

ど

信

じ

る

に

値

し

な

い

。

お

宝

と

い

う

も

の

は

、

魂

で

感

じ

る

も

の

だ

！

」

第

二

幕

：

鑑

定

と

実

践



7

（

剛

田

が

店

の

奥

か

ら

巨

大

な

鑑

定

装

置

を

持

ち

出

し

て

く

る

。
白

金

が

驚

い

た

顔

を

す

る

。
）

白

金

：

「

な

、

な

ん

で

す

か

そ

の

装

置

！

？

」

剛

田

：

「

こ

れ

ぞ

、
最

新

式

お

宝

鑑

定

マ

シ

ン

『

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

3000
』

だ

！

」

山

田

：

「

え

え

っ

、

そ

ん

な

の

あ

る

ん

で

す

か

！

？

」

（

剛

田

が

ス

イ

ッ

チ

を

押

す

と

、

装

置

が

唸

り

を

上

げ

て

光

り

出

す

。

シ

ェ

イ

カ

ー

が

装

置

に

セ

ッ

ト

さ

れ

る

。

）

剛

田

：

「

さ

あ

、

見

よ

！

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

の

極

み

を

！

」

（

装

置

の

画

面

に

解

析

結

果

が

表

示

さ

れ

る

。
）

白

金

：

「
（

画

面

を

見

て

驚

く

）
う

わ

、
本

当

に

価

値

が

高

い

で

す

ね

。

こ

の

シ

ェ

イ

カ

ー

、

オ

ー

ク

シ

ョ

ン

で

も

高

値

が

つ

く

か

も

。

」
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剛

田
（

笑

顔

で

頷

く

）
：

「

フ

フ

フ…

や

は

り

私

の

目

に

狂

い

は

な

か

っ

た

。

こ

れ

ぞ

、

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

！

」

山

田

：

「

じ

ゃ

あ

、
い

く

ら

ぐ

ら

い

に

な

り

ま

す

か

ね

？

」

剛

田

：

「

こ

の

シ

ェ

イ

カ

ー

の

価

値…
1,000

万

円

だ

！

」

白

金

＆

山

田

：

「1,000

万

円

！
？
（

驚

愕

）
」

（

剛

田

が

満

足

げ

に

シ

ェ

イ

カ

ー

を

手

に

取

り

、

カ

ウ

ン

タ

ー

の

向

こ

う

に

立

つ

。

）

剛

田

：
「

で

は

、
そ

の

価

値

を

証

明

す

る

た

め

、

優

雅

に

こ

の

シ

ェ

イ

カ

ー

で

カ

ク

テ

ル

を

作

ろ

う

！

」

（

剛

田

が

見

事

な

手

さ

ば

き

で

シ

ェ

イ

カ

ー

を

振

り

、

カ

ク

テ

ル

を

作

る

。

店

内

が

拍

手

喝

采

に

包

ま

れ

る

。

）
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剛

田

：

「

完

成

だ

！

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

・
ス

ペ

シ

ャ

ル

・
カ

ク

テ

ル

！

」

（

剛

田

が

一

口

飲

む

。

目

を

閉

じ

、

深

い

満

足

感

に

浸

る

。

）

剛

田

：

「

う

～

ん

、

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

な

味

だ

！

」

山

田

と

白

金

（

カ

ク

テ

ル

を

飲

ん

で

感

動

す

る

）

山

田

「

す

ご

い

！

な

ん

と

い

う

か

・

・

・

・

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

だ

！

」

白

金

「

無

駄

な

演

出

で

し

た

け

ど

、

確

か

に

美

味

し

い

！

」満

足

げ

な

剛

田

第

三

幕

：

エ

ピ

ロ

ー

グ

（

夜

。

剛

田

が

シ

ェ

イ

カ

ー

を

手

に

カ

ク

テ

ル

を

作

り

、

一

人

で

飲

ん

で

い

る

。

優

雅

な

音

楽

が

流

れ

る

中

、

満

足

げ

に

自

分

に

酔

う

。

）
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剛

田

：

「

フ

フ

フ…

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

な

私

に

乾

杯

だ

。

」

（

翌

朝

、

剛

田

が

二

日

酔

い

で

頭

を

抱

え

て

い

る

。

）

白

金
（

呆

れ

顔

で

剛

田

を

一

喝

）
：

「

剛

田

さ

ん

！

い

い

加

減

に

し

て

く

だ

さ

い

！

店

の

仕

事

に

支

障

が

出

ま

す

よ

！

」

剛

田
（

頭

を

押

さ

え

な

が

ら

弱

々

し

く

）
：
「

す

ま

な

い…

だ

が

、

昨

夜

の

カ

ク

テ

ル

は…
ゴ

ー

ジ

ャ

ス

だ

っ

た

。

」

（

白

金

が

た

め

息

を

つ

き

つ

つ

、

店

を

開

け

る

準

備

を

す

る

。

）

ナ

レ

ー

シ

ョ

ン

：

「

こ

う

し

て

今

日

も

剛

田

質

店

は

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

な

一

日

を

迎

え

る

の

で

あ

っ

た

。

」
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（

エ

ン

ド

ク

レ

ジ

ッ

ト

に

、

剛

田

が

優

雅

に

シ

ェ

イ

カ

ー

を

振

る

映

像

が

流

れ

る

。

）
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